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主要施策① 

令和６年度９月補正予算主要施策 

施策名 
（予算事業名） 

ひとり親家庭等の子どもの進学支援 

（母子・父子福祉推進支援事業） 

新規 

拡充 
予算書（P14） 

【次期総合計画の位置づけ】 重点戦略Ⅰ 子どもを育む環境づくり 

令和 ６年度 
補 正 予 算 額 

こどもの生活・学習支援給付金（大学等受験料支援）（371 千円） 
合計 

   469 千円 
こどもの生活・学習支援給付金（模擬試験受験料支援）（98 千円） 

 

概 要 

◆ 取組の内容 

ひとり親家庭等の子どもを対象とした学習支援事業に参加している、進学希望のある

中学３年生、高校３年生を対象に、大学や専門学校等の受験料や模擬試験料の一部を

補助し、進学への後押しを図ります。 

◆ 取組の目的・背景 

ひとり親家庭等の子どもの進学機会を確保することを目的に、国のこども未来戦略の

「加速化プラン」の具体的施策である「こどもの生活・学習支援事業」を実施します。 

高校３年生を対象に、大学等の受験料について、53,000 円を上限に補助します。 

また、模擬試験料については、高校３年生に 8,000 円を、中学３年生には 6,000 円を上

限に補助します。 

◆ 取組により得られる効果 

経済的課題を抱えるひとり親家庭や生活保護世帯等の低所得子育て世帯のこどもの

進学に向けたチャレンジを後押しし、進学段階での貧困の連鎖を断ち切ります。 

◆ 開始予定時期 

 令和 6 年１０月 

◆ 対象者の要件及び予定者数 

生活困窮者自立支援法に基づき、平塚市が 

実施している学習支援事業に登録している者。 

今年度は高校３年生７名、中学３年生７名 

を見込んでいます。 

◆ 県内（あるいは全国）他団体の状況 

県内では平塚市が初めての取組。 

全国では、草加市（埼玉県）や 

八潮市（埼玉県）、戸田市（埼玉県） 

などが実施 

 

担 

当 

課 

部 署 健康・こども部 こども家庭課 こども総合相談担当  

担 当 課長代理 佐藤 

電 話 0463-21-9843（直通） 

 

平塚市 

学習支援事業 

学習支援事業に登録している人を対象に 

受験料支援 
（高校 3 年生） 

模試費用支援 
(高校 3 年生及び中学 3 年生) 

- 1 -



主要施策② 

令和６年度９月補正予算主要施策 

施策名 
（予算事業名） 

新型コロナワクチンの定期接種を開始 

（予防接種事業） 

新規 

拡充 
予算書（P14） 

【次期総合計画の位置づけ】 分野別施策２－① 健康づくりを推進する 

令和 ６年度 
補正予算額 

新型コロナワクチン予防接種委託料（528,404 千円） 
合計 

528,404 千円 

概 要 

◆ 取組の内容 

新型コロナワクチンの定期接種を医療機関等で実施します。 

◆ 取組の目的・背景 

個人の重症化予防を目的としています。新型コロナワクチン接種の特例臨時接種は 

令和５年度末をもって終了し、予防接種法に基づく定期接種は令和６年１０月１日から 

令和７年３月３１日の間で、各自治体が設定する期間に行うこととされています。 

◆ 取組により得られる効果 

ワクチン接種により重症化予防効果が一定程度持続すると考えられています。 

◆ 開始予定時期 

令和６年１０月中旬から令和７年３月下旬 

◆ 本人の自己負担額 

2,800 円（予定） 

◆ 使用予定のワクチン 

今後、国の薬事承認を受けたもの（ファイザー、モデルナ、第一三共、武田薬品、

MeijiSeika ファルマの 5 種類が候補） 

◆ 定期接種の対象者 

・65 歳以上の者 

・60 歳以上 65 歳未満の者であって、 

心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能の 

障害又はヒト免疫不全ウイルスによる 

免疫の機能の障害を有するもの 

◆ 定期接種の対象人数 

約 73,000 人 

◆ 県内（あるいは全国）他団体の状況 

全国一律で実施するもの 

担 

当 

課 

部 署 健康・こども部 健康課 予防担当 

担 当 課長代理 上家 

電 話 0463-55-2111（直通） 

 

特例臨時接種
（令和５年度まで）

定期接種(B類疾病)
（令和６年度から）

対 象 者 ･生後６月以上の者
･65歳以上の高齢者
･60～64歳で重症化
 リスクの高い方

自 己 負 担 なし あり（2,800円）

接 種 勧 奨 あり なし

対 象 者 の
努 力 義 務

あり なし

接 種 券 送 付 あり なし
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主要施策③ 

令和６年度９月補正予算主要施策 

施策名 
（予算事業名） 

なぎさふれあいセンターの大規模改修 

（なぎさふれあいセンター改修事業） 

新規 

拡充 
予算書（P10） 

【次期総合計画の位置づけ】 分野別施策２－② 地域福祉を充実する 

令和 ６年度 
補正予算額 

令和６年度：設計意図伝達、工事監理委託料（5,240 千円）   

合計 

  5,240 千円 

令和６～８年度継続費設定（総額：1,331,913 千円） 

令和７年度：改修工事費、工事監理等委託料（953,520 千円） 

令和８年度：改修工事費、工事監理等委託料（373,153 千円） 

概 要 

◆ 取組の内容 

   平成 7 年の建設から約 30 年が経過し、老朽化が進む複合施設の「なぎさふれあいセン

ター」（南部福祉会館、花水公民館附属体育館、南図書館、花水福祉村、袖ヶ浜デイサー

ビス）を改修します。 

◆ 取組の目的・背景 

公共施設等総合管理計画の考え方に基づき、長寿命化等を図るための施設改修をする

とともに、社会ニーズの変化等を捉え本施設に求められる機能を見直し、実施事業の一部

転換を図ります。 

◆ 取組により得られる効果 

ハ ー ド面：施設の長寿命化を図り、快適な施設で市民サービスを提供できる 

ソ フ ト面：子ども子育て世代などの新たな社会ニーズを反映したサービス展開を目指す 

＊現在進めている「福祉会館等のあり方見直し」の結果を踏まえて検討 

◆ 開始予定時期 

令和 7 年２月中旬から順次事業ごとに休館し、令和 8 年 6 月 2 日の再開を目指します。 

◆ 施設利用の実績(R4、R5) 

○南部福祉会館        令和 4 年度 33,417 人   令和 5 年度 36,907 人 

○花水公民館附属体育館  令和 4 年度 30,423 人   令和 5 年度  28,686 人 

○南図書館           令和 4 年度 87,398 人   令和 5 年度 103,842 人 

○花水福祉村          令和 4 年度  3,631 人   令和 5 年度  4,132 人 

○袖ヶ浜デイサービス     令和 4 年度  6,284 人   令和 5 年度  6,474 人 

◆ その他 

現在、南部福祉会館の対象者は 60 歳以上 

の高齢者等となっていますが、施設の改修後は、 

子ども子育て世代を対象に含め、多世代交流を 

促進する方向で検討しています。 

 

担 

当 

課 

部 署 福祉部 福祉総務課 福祉総務担当 （関連部署：中央公民館､中央図書館､高齢福祉課） 

担 当 課長代理 脇田 

電 話 0463-21-9862（直通） 

 

- 3 -


